
平成２2年６月１日中部運輸局企画観光部

「休暇取得の分散化に関する地方ブロック説明会」を開催！
～「休暇」のあり方について地域の皆様から幅広いご意見等を伺いました～

観光庁 溝畑長官が出席し、下記のとおり説明会を開催しました。

記

１．開催日時 ：平成２２年５月２５日（火）１４：３０～１６：００

２．開催場所 ：愛知県名古屋市東区上竪杉町１番地

ウィルあいち ４階ウィルホール

３．議 題 ：休暇取得分散化について

説明者 国土交通省観光庁長官 溝畑 宏

国土交通省観光庁観光経済担当参事官 矢ヶ崎 紀子

説明会には、経済界（経済団体支部等)、教育界（教育委員会、小・中学校長代表等 、労）

働界（労働組合等 、観光交通関係者（観光団体支部、交通関係団体等 、マスコミ関係者、） ）

地方自治体等、全体で２０７名の幅広い関係者にご参加をいただきました。

説明会で発言された、主な意見等は以下のとおりです。

【教育関係者】

○子供は休みだが親は会社があると、親と子の分断が懸念される。

○分散する季節は、このままでいくのか。

【労働組合】

○運輸、流通、小売関係は休暇分散化の恩恵が受けられない。

○年休の日数を増やすことも法改正の中で盛り込んで頂きたい。

○試験的にどこかの地域（モデル地域）で行い、課題等の整理してから全国で広げてみ

てはどうか。

【運輸業界】

○高速道路の渋滞が発生するポイントは大体決まっている。休暇の分散がブロックごと

だとあまり変わらないのではと思う。

市町村ごとに取り組んだほうが良いのではないか。

【お問い合わせ先】
国土交通省中部運輸局企画観光部観光地域振興課
担当：林（はやし）、神村（かみむら）
 　　　TEL：052-952-8009（直通）FAX：052-952-8085



【自治体関係者】

○ブロック別の案は、今後変更することが出てくるのか。

○地方自治体がやるべきこと等あればご教示願いたい。

○亀山市の実証実験はどうであったか。

○ハッピーマンデーが少なくなることで逆に観光が冷え込むのでは。

○分散化により今まで混んでいて行けなかった有名観光地に集中してしまい、他が不利

になるのでは。

○首都圏からの観光客がかなり占めている地域（伊豆）では分散化しても期待するほど

渋滞の緩和にはつながらないのでは。

○空港等からの二次交通整備の取り組みも合わせてお願いしたい。

観光庁では、皆様からのご意見等を踏まえ、今後実証実験等を通じ休暇取得の分散化に関

する検討をさらに進めていくこととしています。

※「休暇取得の分散化」についての詳細は、別添観光庁リーフレット及び以下の観光庁

ホームページをご参照下さい。

http://www.mlit.go.jp/kankocho/iinkai/suishinhonbu/kyuka_wt.html

http://www.mlit.go.jp/kankocho/news01_000040.html
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